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　旧日吉村の庁舎（昭和12年～昭和57年）を
再現して建てられた日吉歴史民俗資料館。
　館内では、地域のガイダンス空間として、
地域の特産品をはじめ、祭り、伝統工芸、地
域マップなどを四季折々に紹介するととも
に、伝統産業を再発見する民具などが展示さ
れています。
　また、恐竜の化石などを展示した企画展
や、大学教授による学習会など、様々なイベ
ントも行われています。

鬼北町「日吉歴史民俗資料館」

発行所／愛媛県町村会・愛媛県町村議会議長会
　　　　〒790-0001 松山市一番町4丁目1番地2
　　　　ＴＥＬ  089-941-7598（代表）
　　　　ＦＡＸ  089-945-1318
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四
国
四
県
町
村
長
大
会
は
、
10
月
12
日

に
徳
島
市
の「
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
」

で
、
四
国
四
県
の
町
村
長
ら
80
余
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
は
、
川
原
徳
島
県
副
会
長
の
開
会

の
こ
と
ば
、
国
歌
斉
唱
に
次
い
で
、
広
瀬

徳
島
県
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
香
川
県

の
小
國
会
長
が「
宣
言
」を
朗
読
。
続
い
て

飯
泉
徳
島
県
知
事
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
、

藤
田
徳
島
県
議
会
議
長
、
原
徳
島
県
市
長

会
長
、
一
森
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
会

長
ら
各
来
賓
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

次
に
、
本
年
度
初
の
試
み
と
し
て
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
出
席
の
四
国
四
県
町
村
議
会

議
長
会
会
長
を
順
次
、
紹
介
し
た
の
ち
に
、

議
長
に
広
瀬
徳
島
県
会
長
を
選
出
し
て
議

事
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
吉
岡
高
地
県
会
長
か
ら
前
大
会

の
経
過
報
告
が
あ
り
承
認
。

　

次
に
各
県
提
出
議
題
の
審
議
に
移
り
、

本
県
の
上
村
上
島
町
長
か
ら
「
全
国
森
林

環
境
税
等
の
創
設
に
つ
い
て
」
及
び
「
地

震
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
を
説
明
、
そ
の

ほ
か
別
項
の
議
題
に
つ
い
て
各
県
代
表
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
提
案
理
由
を
説
明
し
、
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
採
択
さ
れ
た
。

　

ま
た
「
決
議
」
及
び
「
特
別
決
議
」
を

白
石
本
県
会
長
が
朗
読
し
、
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
、
決
議
事
項
の
実
行
運
動
方
法

等
に
つ
い
て
は
、
四
国
四
県
会
長
に
一
任

さ
れ
た
。

　

な
お
、
次
期
大
会
開
催
県
に
香
川
県
を

決
定
。
大
神
徳
島
県
副
会
長
か
ら
閉
会
の

こ
と
ば
が
あ
り
午
後
4
時
37
分
閉
会
し
た
。

四
国
四
県
町
村
長
大
会

10
月
12
日 

徳
島
市
で
開
催　

宣　　　　言

　今日、我が国は、リーマンショックにはじまる世界同時不況からの回
復に苦しむ中、ギリシャ危機がヨーロッパにおいて発生し、過去に類を
見ない大幅な税収の減や、雇用不安が広がるなど、先行き不透明感がさ
らに高まっている。
　四国地方はさらに厳しく、われわれ町村の懸命な取組にもかかわら
ず、少子高齢化や人口の流出が進み、地域の活性化が失われ、基幹産業
である農林水産業の衰退をはじめ、地域経済が疲弊するなど、まさに危
機的状況にある。
　その一方、四国には、地域の様々な資源、豊かな自然や類稀な伝統文
化、新鮮かつ安全・安心な食材の宝庫など、誇るべき資源が数多くあ
り、これらを活かして活力ある地域づくりを進め、未来に受けついでい
くことこそがそこに住む人々はもとより、ひいては国民の豊かさや幸せ
につながるものと確信する。
　このような中、自主財源が乏しい町村では、人口の減少、少子・高
齢化や地域の活性化、防災対策や立ち遅れている社会資本の整備など、
基礎自治体として果たす役割は益々大きくなっており、これらの財政需
要に対応し得る財政基盤の充実・強化が喫緊の課題となっている。
　政府が基本施策として推進する地域主権改革においては、国と地方の
財源配分を見直し、地方が自らの判断と責任において、地域の諸課題に
取り組むことが出来る財源の充実強化を強く求め、我々は、しっかりと
連携して行動を起こしていかなければならない。
　今や、自立した個性的地域づくり、新の地域主権改革が求められる時代
の中で、我々町村長は、決意を新たにし、住民が住みなれたふるさとに夢
と誇りを持ち、明るく活力のある生活が営めるよう、知恵と工夫を競い合
い、もてる限りの英知と努力を傾注することをここに誓うものである。
　以上宣言する。
　　平成22年10月12日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　四国四県町村長大会

四国四県町村長大会提出議題

１　地域主権改革の推進と地方財政基盤の充実・強化
について

２　地域医療の充実並びに医療保険制度の改革につ
いて

３　農業・林業・水産業対策の推進について
４　「全国森林環境税」等の創設について
５　交通基盤整備の促進について
６　地震防災対策の推進について
７　自然災害対策の推進について
８　水資源対策の充実強化について

決　　　　議

１　地域主権改革の推進と地方財政基盤の充実・強化
を期する

１　地域医療の充実並びに医療保険制度の改革を期
する

１　農業・林業・水産業対策の推進を期する
１　「全国森林環境税」等の創設を期する
１　交通基盤整備の促進を期する
１　地震防災対策の推進を期する
１　自然災害対策の推進を期する
１　水資源対策の充実強化を期する
　　　以上決議する。
　　　　平成22年10月12日

　　　　　　四国四県町村長大会

決議・特別決議を朗読する白石会長

本県提出議題を説明する上村副会長
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平成22年度四国四県町村長大会開催要綱
１．名　　称　　四国四県町村長大会
２．目　　的　　四国四県の町村長が一堂に会し、町村自治に関する当面の重要問題
　　　　　　　について審議決定し、その実現を図り、町村自治の振興と住民福祉の
　　　　　　　増進を期する。
３．主　　催　　四国四県町村会共催
４．開催日時　　平成22年10月12日（火）
　　　　　　　　⑴　会　　議　　午後３時00分開会　午後４時30分閉会
　　　　　　　　⑵　意見交換会　午後５時00分開会　午後７時00分閉会
５．開催場所　　「ホテルクレメント徳島」４階　クレメントホール
　　　　　　　　　　住　所　徳島市寺島本町西１丁目61番地
　　　　　　　　　　電　話　088-656-3111
６．出 席 者　　四国四県町村長　全員
７．大会次第　　⑴　開会のことば
　　　　　　　　⑵　国歌斉唱
　　　　　　　　⑶　地元会長あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣　　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞　　徳島県知事、全国町村会長、徳島県議会議長、
　　　　　　　　　　　　　　　　徳島県市長会長、徳島県町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　祝電披露
　　　　　　　　⑺　議長選出
　　　　　　　　⑻　議　　事　　イ　前大会経過報告
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　各県提出議題審議
　　　　　　　　⑼　決　　議
　　　　　　　　⑽　実行運動方法協議
　　　　　　　　⑾　次期大会開催県の決定
　　　　　　　　⑿　閉会のことば

特　別　決　議

１　地方交付税を復元・増額すること
１　「一括交付金」は、地方の自由度の拡大と、総額
を確保すること

１　高速道路の料金設定は、本四高速道路も含め全
国一律料金とすること

１　災害防止事業、地方道路等、遅れている町村の
社会資本整備を進めること

１　医師確保等地域医療を充実させること
１　地球温暖化対策として、太陽光等の自然エネル
ギーを積極的に導入すること

１　地域社会の衰退につながる道州制には断固反対
する

　以上決議する。
　　平成22年10月12日

　　　四国四県町村長大会

㈶全国自治協会　公有自動車損害共済

公有自動車「対物無制限契約」移行のご案内
― もしもの時の安心補償 ―

　平成23年４月１日以降に共済期間が始まるご契約より、対物無制限契約ができます！
　安心補償のため、是非、対物無制限契約への移行をお勧めいたします。

　賠償の対象は自動車だけとは限りません！
　積荷・店舗・家屋・電車との衝突など思わぬ高額な賠償を負うことがあります。

Ⅰ．高額賠償判例（対物事故）
　

Ⅱ．対物「無制限」付保険率（損保例）
　民間損保においても、対物無制限の契約は90％を超え、今や対物賠償の契約の主流は無制限に
なっています！

Ⅲ．分担金表
　対物責任額1,000万円を超える契約をご希望の際は、少額な負担で対物無制限契約に移行するこ
とができます！… （単位：円）　

順　位 損　害　額 被　　害　　物 裁 判 所 賠　償　額

１ ２億6,135万円 積荷（呉服・洋服・毛皮） 神戸地裁 １億3,067万円

２ １億3,580万円 店舗（パチンコ店） 東京地裁 １億3,580万円

３ １億2,036万円 電車・線路・家屋（踏切事故） 福岡地裁 １億2,036万円

自家用貨物車 乗合自動車 自家用乗用車 消防自動車 特殊用途車 軽 自 動 車 二輪自動車

無　制　限 13,650 18,970 14,650 3,630 18,590 5,860 970

1000万円 12,270 17,050 13,350 3,090 16,610 4,960 850

差　額 1,380 1,920 1,300 540 1,980 900 120
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恒
例
の
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
が
、
今
年
は
高
知
県
当
番
に
よ

り
、
10
月
14
日
高
知
市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

出
席
者
は
、
四
国
各
地
か
ら
３
０
０
名
を
超
え
る
出
席
者
を
数
え
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。

第
51
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
研
修
会
を
開
催

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
　

　

研
修
会
は
、
定
刻
午
後
1
時
に
開
会
。

は
じ
め
に
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会

長
で
あ
る
小
永
高
知
県
会
長
が
挨
拶
を
述

べ
た
の
ち
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
に
入
り
、

町
村
議
会
議
員
と
し
て
19
年
以
上
在
職
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に

対
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
本
県
の
受
賞
者
は

別
記
の
8
名
で
、
代
表
し
て
吉
村
会
長
が

表
彰
状
を
受
領
し
た
。

　

次
に
講
演
に
入
り
、は
じ
め
に
弁
護
士
・

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
の
堀
田
力
先

生
か
ら
「
超
高
齢
化
社
会
～
住
民
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
」、続
い
て
時
事
通
信
社
政

治
部
長
の
山
田
恵
資
先
生
か
ら
「
政
局
を

読
み
解
く
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
こ

れ
を
聴
講
。

　

最
後
に
次
期
当
番
県
の
一
森
徳
島
県
会

長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
午
後
4
時

35
分
に
閉
会
し
た
。◇

　

翌
日
に
は
、
高
知
県
い
の
町
議
会
を
訪

ね
、「
議
会
の
活
性
化
」
を
目
的
に
視
察
研

修
を
行
っ
た
。

第51回四国地区町村議会議長会研修会日程

　　　　　　　　と　き　平成22年10月14日（木）
　　　　　　　　ところ　高知市文化プラザかるぽーと大ホール
　　　　　　　　　　　　　　　高知市九反田2-1　℡088-883-5011

12：30～13：00　　受　　　付
13：00～13：20　　開会あいさつ
　　　　　　　　　自治功労者表彰
13：20～14：50　　講　　　演
　　　　　　　　　　「超高齢化社会～住民はどうしたらいいか」
　　　　　　　　　　　　　　　弁護士・さわやか福祉財団理事長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀　田　　　力　先生
14：50～15：00　　休　　　憩
15：00～16：30　　講　　　演　「政局を読み解く」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　時事通信社政治部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　田　恵　資　先生
16：30～16：35　　閉会あいさつ

ご受賞おめでとうございます
本県受賞者／四国地区町村議会議長会表彰

上　島　町　議員　濱田　勝祐	 　　上　島　町　議員　原山　公男
久万高原町　議員　恩地　　繁	 　　松　前　町　議員　木下　　淳
砥　部　町　議員　平岡　文男	 　　愛　南　町　議長　吉村　直城
愛　南　町　議員　土居　尚行	 　　愛　南　町　議員　西口　　孝

弁護士・さわやか福祉財団理事長　堀田　　力 先生

時事通信社政治部長　山田　恵資 先生

表彰状を受ける吉村会長
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第
３
回
定
例
会
を
開
催

　
　
優
良
議
会
に
鬼
北
町
議
会
を
推
薦

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
10
月
26

日
県
自
治
会
館
で
「
平
成
22
年
度
第
３
回

定
例
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、吉
村
会
長
（
愛
南
町
議
長
）、

土
居
上
島
町
議
長
、
田
村
久
万
高
原
町
議

長
、山
崎
内
子
町
議
長
、村
尾
松
野
町
議
長

及
び
山
崎
鬼
北
町
議
長
が
出
席
し
た
。
な

お
、
砥
部
町
議
長
の
代
理
と
し
て
政
岡
同

町
副
議
長
が
出
席
。

　

会
議
は
次
項
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。

　
【
自
己
紹
介
】

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ

　
　

吉
村
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ

3　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

　
　

吉
村
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、
次
の

と
お
り
指
名
し
た

　
　
　

山
崎
内
子
町
議
長

　
　
　

村
尾
松
野
町
議
長

4　

報　

告

　

⑴　

行
事
関
係
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
前
回
定
例
会
以
降
、

10
月
25
日
ま
で
の
本
会
関
連
行
事
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
一
同
了
承
し

た
。

5　

協　

議

　

⑴　

平
成
22
年
度
町
村
議
会
表
彰
（
全

国
町
村
議
会
議
長
会
）
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
、
選
出
に
至
る
経
緯

と
内
容
を
説
明
し
、協
議
の
結
果
、本

年
度
は
鬼
北
町
議
会
を
推
薦
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　

⑵　

そ
の
他

　

◦　

次
回
定
例
会
に
つ
い
て

　
　
　

日
程
等
、
正
副
会
長
及
び
事
務
局

に
一
任
さ
れ
た
。

　

◦　

協
議
終
了
後
、
当
面
の
諸
問
題
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た
。

町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

本
県
か
ら
17
名
出
席

　

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
主
催
に
よ

る
「
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
・
町
村
監

査
委
員
全
国
研
修
会
」
が
、
10
月
6
～
7

日
に
東
京
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
本
県
か
ら
17
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
日
程
は
別
掲
の
と
お
り
で
、
初
日

は
「
監
査
制
度
の
課
題
と
改
革
の
方
向
」、

「
監
査
委
員
へ
の
期
待
～
自
治
体
に
求
め

ら
れ
る
経
営
機
能
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
～
」
の

2
講
演
。

　

2
日
目
は
、「
監
査
委
員
監
査
の
仕
方
」

と
題
す
る
講
演
が
あ
り
、
2
日
間
の
日
程

を
終
え
た
。月日 時間 プログラム

10/6
㈬

12:00～13:00 受付

13:00～13:05

13:05～13:30

会長あいさつ

町村監査功労者表彰
表彰状授与
来賓祝辞

受章者代表謝辞

全国町村監査委員協議会
会長　新見　光男

受章者代表
◦総務大臣
◦全国町村会会長
◦全国町村議会議長会会長
受章者代表

13:45～13:50

13:50～15:10

15:30～16:50

開講あいさつ

監査制度の課題と改革
の方向
「監査委員への期待～
自治体に求められる経
営機能とガバナンス」

全国町村監査委員協議会
副会長
明治大学大学院法務研究
科教授	　碓井　光明　氏
有限責任監査法人トーマツ

森田　祐司氏

10/7
㈭

 9:00～11:00

11:00～11:30
11:30～11:35

監査委員監査の仕方

事務連絡
閉講あいさつ

公認会計士
	 　池田　昭義　氏
全国町村監査委員協議会
全国町村監査委員協議会
副会長

平成22年度町村監査功労者表彰式
第20回町村監査委員全国研修会日程

場所：メルパルクホール
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【
地
方
６
団
体
の
動
き
】

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」を
開
催

　

　
10
月
7
日
　
総
理
大
臣
官
邸
で

　
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
第
4
回

が
、
10
月
7
日
に
総
理
大
臣
官
邸
で
開
催

さ
れ
、
全
国
町
村
会
・
同
議
長
会
な
ど
地

方
6
団
体
の
代
表
が
出
席
し
た
。

　

政
府
側
か
ら
は
、
菅
総
理
大
臣
、
仙
石

内
閣
官
房
長
官
、
片
山
総
務
大
臣
、
野
田

財
務
大
臣
ほ
か
が
出
席
。

　

会
議
で
は
、
菅
総
理
大
臣
が
「
地
域
主

権
改
革
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
行
政
や
地

域
社
会
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民

全
体
の
地
域
主
体
の
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
補
完
性
の
原
理
に
基
づ
く
地
域

主
権
改
革
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。
地

域
主
権
改
革
を
政
権
の
最
重
要
課
題
と
し

て
政
治
主
導
で
取
り
組
み
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
し
、
改
革
の
実
現
に
最
大
限

の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ
る
。」と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

つ
い
で
、
地
方
6
団
体
を
代
表
し
て
麻

生
全
国
知
事
会
会
長
（
福
岡
県
知
事
）
が
、

挨
拶
を
述
べ
、
次
い
で
6
団
体
の
各
代
表

か
ら
順
次
、
要
請
を
述
べ
た
。

　

な
お
、
藤
原
全
国
町
村
会
長
は
、
経
済

対
策
と
地
方
税
財
政
に
関
し
て
、
農
山
漁

村
の
再
生
・
活
性
化
の
視
点
で
意
見
を
述

べ
、
ま
た
、
野
村
全
国
町
村
議
会
議
長
会

長
は
、
地
域
主
権
改
革
の
核
と
な
る
関
連

3
法
案
の
成
立
の
視
点
で
意
見
を
述
べ
た
。

　
（
政
府
の
出
席
者
）

　

菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣

　

仙
石
由
人
内
閣
官
房
長
官

　

片
山
善
博
総
務
大
臣

　

野
田
佳
彦
財
務
大
臣

　

玄
葉
光
一
郎　

国
家
戦
略
担
当
大
臣

　

蓮
舫
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
（
地
方
6
団
体
の
出
席
者
）

　

麻
生
渡
全
国
知
事
会
長

　

佐
々
木
一
榮
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長

会
長

　

森
民
夫
全
国
市
長
会
長

　

五
本
幸
正
全
国
市
議
会
議
長
会
長

　

藤
原
忠
彦
全
国
町
村
会
長

　

野
村
弘
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長

　
　
今
後
の
地
域
主
権
改
革
の
推
進
等
に

　
　
つ
い
て
（
意
見
）

　

今
後
の
地
域
主
権
改
革
及
び
当
面
す
る
地
方
行

財
政
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
地
方
六
団
体
と
し
て

次
の
と
お
り
意
見
を
提
出
す
る
。

1　

地
域
主
権
関
連
3
法
案
の
今
臨
時
国
会
に
お

け
る
成
立

◦　

政
策
・
制
度
の
立
案
や
見
直
し
に
当
た
り
、地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
地
方
か
ら
の
提
案
等
を

法
律
上
保
障
す
る
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に

関
す
る
法
律
案
」
な
ど
地
域
主
権
関
連
3
法
案

は
、
今
後
の
地
方
自
治
の
進
展
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
。
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら

3
法
案
を
、
今
臨
時
国
会
に
お
い
て
一
刻
も
早

く
成
立
さ
せ
る
こ
と
。

2　

経
済
対
策
の
早
期
実
施

◦　

地
方
に
お
け
る
生
産
拠
点
の
海
外
移
転
と
雇

用
の
喪
失
を
も
た
ら
す
円
高
を
是
正
す
る
た
め
、

強
力
な
金
融
・
経
済
政
策
を
講
じ
る
こ
と
。

◦　

デ
フ
レ
か
ら
一
刻
も
早
く
脱
却
し
、
景
気
回

復
を
確
固
た
る
も
の
と
す
る
た
め
、
補
正
予
算

の
編
成
を
含
む
地
域
経
済
対
策
を
早
急
に
講
じ

る
こ
と
。

◦　

地
方
自
治
体
が
雇
用
対
策
及
び
新
成
長
戦
略

を
推
進
し
、
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
介
護
施
策
、

公
共
投
資
な
ど
の
事
業
を
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
現
場
の
創
意
工

夫
を
発
揮
で
き
る
交
付
金
を
創
設
す
る
こ
と
。

3　

ひ
も
付
き
補
助
金
の
一
括
交
付
金
化

◦　

一
括
交
付
金
化
の
目
的
は
、
地
方
の
自
由
裁

量
の
拡
大
・
実
質
的
な
地
方
の
自
主
財
源
へ
の

転
換
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
こ
の

観
点
か
ら
、
自
由
裁
量
拡
大
に
寄
与
し
な
い
義

務
的
な
補
助
金
等
は
一
括
交
付
金
の
対
象
と
し

な
い
こ
と
。

◦　

一
括
交
付
金
の
総
額
に
つ
い
て
は
、
対
象
と

な
る
現
行
の
補
助
金
等
の
額
と
同
額
以
上
と
し
、

継
続
事
業
や
団
体
間
・
年
度
間
の
変
動
、
財
政

力
の
弱
い
団
体
に
配
慮
す
る
な
ど
、
個
々
の
団

体
に
お
い
て
も
事
業
実
施
に
十
分
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
。

4　

国
の
出
先
機
関
の
原
則
廃
止

◦　

本
年
8
月
末
に
各
府
省
が
行
っ
た
出
先
機
関

の
自
己
仕
分
け
で
、
地
方
に
移
譲
す
る
と
し
た

も
の
は
、
条
件
付
き
も
含
め
1
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。

◦　
「
補
完
性
の
原
理
」に
基
づ
き
国
と
地
方
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
地

方
で
で
き
る
こ
と
は
全
て
地
方
に
移
管
す
る
と

い
う
方
針
の
下
、
政
治
主
導
で
断
固
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
。

5　

地
方
税
制
改
正

◦　

今
後
、確
実
に
増
嵩
が
見
込
ま
れ
る
医
療
、福

祉
等
の
社
会
保
障
や
教
育
、
消
防
な
ど
住
民
生

活
に
必
須
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
、
地
方
消
費
税
の
充
実
・
引
上

げ
等
を
通
じ
、
税
収
が
安
定
的
で
税
源
の
偏
在

性
が
少
な
い
地
方
税
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
。

◦　

地
方
自
治
体
が
果
た
し
て
い
る
地
球
温
暖
化

対
策
で
の
役
割
を
十
分
に
踏
ま
え
、
地
方
環
境

税
等
一
定
の
税
財
源
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
。

6　

地
方
財
政
対
策

◦　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
地
方
の
社
会
保
障

関
係
費
は
今
後
毎
年
約
7
千
億
か
ら
8
千
億
円

程
度
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
増
嵩
す

る
地
方
の
財
政
需
要
を
地
方
財
政
計
画
に
適
切

に
積
み
上
げ
、
三
位
一
体
改
革
の
際
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
地
方
交
付
税
を
復
元
・
増
額
し
、
財

源
調
整
・
保
障
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。

◦　

交
付
税
率
の
引
き
上
げ
等
に
よ
る
交
付
税
原

資
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
を

国
の
特
別
会
計
へ
直
接
繰
り
入
れ
る
「
地
方
共

有
税
」
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
固
有
の
共

有
財
源
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
地
方
財
政

の
安
定
的
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

7　

子
ど
も
手
当
の
全
額
国
費
負
担

◦　

保
育
所
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
給
付
は
地
方
に

委
ね
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
地
方
自
治
体
が
創

意
工
夫
を
発
揮
で
き
る
制
度
と
す
る
一
方
、
子

ど
も
手
当
の
よ
う
な
全
国
一
律
の
現
金
給
付
は

国
が
担
当
し
全
額
負
担
す
る
こ
と
。

8　

義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し

◦　

地
域
主
権
推
進
一
括
法
案
な
ど
で
そ
の
約
3

分
の
2
が
先
送
り
と
な
っ
た
「
地
方
要
望
分
」

１
０
４
条
項
や
第
2
次
見
直
し
分
で
勧
告
ど
お

り
の
見
直
し
と
な
っ
て
い
な
い
条
項
に
つ
い
て

更
な
る
見
直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、第
2
次

勧
告
で
示
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
未
だ
見
直
し
の

対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
約
３
，０
０
０
条
項
に
つ

い
て
、
地
方
の
意
見
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
工
程

表
を
作
成
し
て
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
。

9　

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲

◦　

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
未

だ
不
十
分
で
あ
り
、
早
期
に
具
体
的
工
程
を
明

ら
か
に
し
て
更
な
る
権
限
移
譲
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
権
限
移
譲
に
伴
う
財
源
の
移
譲
に
つ

い
て
も
一
体
的
な
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と
。

10　

地
方
自
治
法
の
抜
本
見
直
し

◦　

日
本
国
憲
法
が
定
め
る
二
元
代
表
制
は
、
住

民
の
直
接
公
選
で
選
ば
れ
る
首
長
と
議
会
の
均

衡
と
相
互
牽
制
に
よ
り
公
正
な
行
政
運
営
を
行

お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
住
民
の
間
に
も
広

く
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
に
当
た

っ
て
は
こ
の
枠
組
み
を
前
提
と
す
る
こ
と
。

11　

直
轄
事
業
負
担
金
の
廃
止

◦　

平
成
25
年
度
ま
で
の
早
い
時
期
の
負
担
金
制

度
の
廃
止
に
向
け
、廃
止
時
期
を
明
確
に
し
、具

体
的
な
手
順
等
を
盛
り
込
ん
だ
工
程
表
を
作
成

し
て
、
着
実
に
取
り
組
む
こ
と
。

　
　

平
成
22
年
10
月
7
日

　

地
方
六
団
体

　
　

全
国
知
事
会
会
長	

麻
生　
　

渡

　
　

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
会
長

　

	

金
子
万
寿
夫

　
　

全
国
市
長
会
会
長	

　

森　
　

民
夫

　
　

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長	

五
本　

幸
正

　
　

全
国
町
村
会
会
長	

　

藤
原　

忠
彦

　
　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長	

野
村　
　

弘
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10
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
及
び
町
村
議

会
議
長
会
の
合
同
会
長
会
議

▽
5
日
＝
平
成
22
年
度
地
方
行
財
政
講
習

会（
6
日
ま
で
）、
全
国
町
村
監
査
委
員

協
議
会
幹
事
会
、
同
決
算
監
査
、
同
役

員
会

▽
6
日
＝
町
村
監
査
功
労
者
表
彰
式
並
び

に
第
20
回
町
村
監
査
委
員
全
国
研
修
会

（
7
日
ま
で
）

▽
7
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
連
絡
調

整
会
議

▽
9
日
＝
自
民
党
県
連
支
部
代
表
者
会
、

県
総
務
並
び
に
友
好
団
体
代
表
者
合
同

会
議

▽
12
日
＝
四
国
四
県
町
村
長
大
会
運
営
協

議
会
、
四
国
四
県
町
村
長
大
会

▽
14
日
＝
第
51
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議

長
会
研
修
会
並
び
に
行
政
視
察

▽
18
日
＝
公
益
法
人
制
度
改
革
に
関
す
る

説
明
会

▽
19
日
＝
県
首
長
連
盟
総
会
に
伴
う
事
前

打
ち
合
わ
せ
会
並
び
に
同
総
会
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
打
合
せ

　

地
方
田
舎
に
濁
り
な
し

　
「
33
人
全
員
生
還
！
」
チ
リ
北
部
の
鉱

山
落
盤
事
故
に
よ
る
地
下
７
０
０
㍍
か
ら

の
救
出
で
あ
る
。
閉
じ
込
め
ら
れ
て
69
日
、

そ
の
間
、
地
下
の
人
々
の
心
内
は
…
特
に

生
存
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く
ま
で
の
事
故

直
後
17
日
間
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
全
世
界
が
奇
跡
を
信
じ

た
2
か
月
超
で
あ
っ
た
。
米
国
航
空
宇
宙

局
の
協
力
支
援
、
日
本
も
細
や
か
な
支
援

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
世
界
中
の
人
々
の
願

い
が
叶
う
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
喜
び
で

あ
る
。
チ
リ
国
大
統
領
の
現
場
陣
頭
指
揮

は
、一
部
で
政
治
的
と
揶
揄
さ
れ
た
が
、現

実
的
で
あ
り
“
事
故
対
処
時
”
の
一
国

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
ど
の
分
野
・
世
界
で

あ
ろ
う
と
も
朝
令
暮
改
で
な
い
安
心
さ
せ

る
リ
ー
ダ
ー
、
瞬
時
の
判
断
と
決
断
、
自

信
に
満
ち
た
決
意
と
意
気
込
み
の
“
力
強

さ
”
と
周
り
の
結
束
力
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
も
し
た
救
出
劇
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
新
芽
の
春
、
太
陽
と
青
い
海
の

夏
、
紅
葉
の
秋
、
静
か
な
降
雪
の
冬
と
日

本
の
四
季
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
が
あ
っ
た
。

暑
さ
寒
さ
も
ど
こ
か
厳
し
さ
の
中
に
“
ゆ

と
り
”
が
あ
っ
た
よ
う
な
思
い
が
あ
る
が
、

今
や
、
年
々
こ
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
が

壊
れ
つ
つ
あ
る
の
で
は
…
。
今
夏
の
猛
暑

で
記
録
更
新
満
載
か
ら
、
秋
季
で
一
服
す

る
ま
で
も
な
く
初
冬
の
訪
れ
、
自
然
の
営

み
に
情
緒
が
薄
ら
い
で
来
た
こ
と
は
現
実

で
あ
る
。

　

地
球
全
体
で
考
え
る
べ
き
Ｃ
Ｏ
2
削
減

の
動
き
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
過
日

の
「
京
都
議
定
書
」
の
各
国
排
出
量
は
、そ

の
後
如
何
に
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
を
は
じ
め

と
し
た
北
欧
、
日
本
は
努
力
国
で
あ
る
が
、

大
国
を
誇
っ
て
止
ま
な
い
超
大
量
排
出
国

の
中
国
、
米
国
ら
は
ど
う
な
の
か
。
地
球

船
に
同
乗
し
て
い
る
以
上
、
沈
没
時
に
は

皆
同
じ
で
あ
る
と
幼
稚
園
児
で
も
解
る
事

が
、
奇
奇
と
し
て
理
解
さ
れ
進
展
し
な
い

と
こ
ろ
が
素
朴
に
不
思
議
と
も
云
え
る
…
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
16
が
今
年
11
月
に
メ
キ
シ
コ
で
開

か
れ
る
。
気
候
変
動
枠
組
条
約
は
、
上
手

く
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
早
く
か
ら
排
出

削
減
に
取
り
組
み
成
果
を
挙
げ
、
数
字
を

示
す
と
こ
ろ
に
罰
則
が
あ
っ
た
り
、
理
屈

を
付
け
基
準
値
の
と
り
方
に
自
国
の
利
益

の
み
考
え
た
か
の
よ
う
な
数
字
を
出
す
国
、

今
後
、
議
論
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
さ
ま
ざ

ま
見
受
け
ら
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

異
常
気
候
の
愚
痴
で
は
四
季
は
維
持
で

き
な
い
し
、
自
然
は
崩
壊
…
。

　

日
本
は
、
排
出
量
削
減
の
先
進
国
で
あ

る
。
理
解
の
あ
る
国
々
と
連
携
し
な
が
ら
、

“
情
報
力
”
を
フ
ル
に
活
用
、大
国
を
誇
負

す
る
当
該
国
の
リ
ー
ダ
ー
を
説
き
伏
せ
る

よ
う
願
望
す
る
…
。

一

筆

　

未
だ
地
方
田
舎
の
秋
風
に
は
、
濁
り
が

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

「
人
間
と
い
う
も
の
は
、自
分
の
望
ん
で
い

る
こ
と
を
と
か
く
信
じ
た
が
る
」

　
　
　
（
シ
ー
ザ
ー　

ロ
ー
マ
の
政
治
家
）

▽
20
日
＝
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会
ほ
か
関
連
会
議

▽
22
日
＝
第
58
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会

▽
26
日
＝
平
成
22
年
度
市
町
管
理
職
員
研

修
会
、
県
町
村
議
会
議
長
会
第
3
回
定

例
会

▽
27
日
＝
㈶
愛
媛
の
森
林
基
金
理
事
会

（
第
2
回
）

▽
28
日
＝
愛
媛
地
方
税
務
協
議
会
、
全
国

山
村
振
興
連
盟
理
事
会
、
秋
の
園
遊
会
、

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
全
国
研

修
会

▽
29
日
＝
全
国
町
村
会
常
任
理
事
会
、
㈶

全
国
自
治
協
会
理
事
会
・
災
害
共
済
委

員
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

理
事
会
、
政
務
調
査
会

お知らせください！
　「町会報えひめ」では、各町のイベントや見どころ、
あるいは特産品などを掲載し、県内はもとより広く全
国に紹介したいと考えています。あなたの町をどんど
んPRしてください。
　なお、お問い合わせやご連絡は次へお願いします。

　〒790-0001
　松山市一番町４丁目1-2　自治会館４階
　愛媛県町村会　総務課　℡089-941-7598


